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毛髪が周期的に産生され維持される仕組みは，生命科学の神秘を解き明かすいく
つかの基本的な法則を含んでいる．また毛髪にかかわる疾患，特に円形脱毛症や男
性型脱毛症は，からだの機能には大きな障害にならないものの，その人の外観の印
象を大きく左右するので，罹患者の苦悩は深く，治療に対する関心も非常に高い．
今回，皮膚科臨床アセット第 6巻を『脱毛症治療の新戦略』と題して編集し，発

毛機序と脱毛疾患に関する最新情報をいろいろな観点から取り上げた．
この 20 年間の大きな進歩として，基礎研究分野では，毛組織に存在する幹細胞

とその維持機構，毛母細胞と毛乳頭細胞から毛髪が作られる機構，脱毛疾患の背景
にある遺伝子異常，などについてかなりの部分まで解明された．また臨床面では，
2010 年に男性型脱毛症と円形脱毛症の診療ガイドラインが日本皮膚科学会から発
表されたことが大きなトピックスであろう．
わが国では，これまで円形脱毛症の発症にストレスが強調され，男性型脱毛症で

は科学的根拠のないケアや治療法が氾濫していた．これは頭髪の伸びが遅いために，
受けた治療法やケアの効果を患者が実感しにくい点が問題として挙げられる．真偽
を見極めにくいことが科学的根拠に基づかない治療法がはびこる原因となってい
る．これらの状況に対して皮膚科医は無力であったが，ガイドラインの発表により
科学的根拠に基づいた適正な情報を，医師だけでなく男性型脱毛症に悩む人や商品・
サービスを提供する団体に対しても提供することができるようになった．ガイドラ
インは日本皮膚科学会の公式ホームページに公開されているので参照されたい．
本書は日常診療の参考書として，また毛とその疾患に関する最新の読み物として，

興味のある章から目を通していただけば幸いである．
最後に，ご多忙のなか最新の情報に基づいてご執筆いただいた先生方に深謝する．

2011年 4月

専門編集　坪井良治
東京医科大学皮膚科
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